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第３学年 総合的な学習の時間学習指導案

単元名 「それいけ！ひまわり隊Ｊｒ 」．

指導者 福岡市立○○小学校

教 諭 ○○ ○○

２．こんな教材で１．こんな子どもだから

３．こんな支援で

４．こんな子どもに

○ 子どもたちは，校区でどんな
施設があるか１学期の校区探検

で，地域の公共施設を中心に見
学してきた。その中で，わから
なっことを施設の人にインタビ
ューしたり，友達同士で調べた
ことを交流し，自分たちの調べ
たことを人形劇や新聞などでま
とめて発表した。また，友達の
発表を聞いて友達の良さを見つ
け，以前より自分の校区のよさ
を知るようになってきている。

【主体的・創造的な態度】
しかし，まだ，自分で課題を決
めきれなかったり，自分の考え
に流されてしまったりして，自
らかかわりを持って追究しよう
とする姿は少ない。

【問題解決にあたっての学び方】
○ 昨年度自校の児童が交通事故

による死亡事故があり，安全に
対する地域や児童の思いがより
高まっている 「ひまわり隊」と。
いう地域を見守ってくれている
人たちが登下校の安全を見守っ
てくださっている。子どもたち
はその人達に出会っているが，
どのような思いでどんな活動を

。行っているのか理解していない
【自己の生き方への自覚】

，「 」○○小校区には ひまわり隊
と い う 登 下 校 で 子 ど も た ち を 見
守 っ た り ， そ の ほ か 地 域 で 危 険
な と こ ろ を 調 べ 安 全 を 見 守 っ た
り す る 活 動 を し て い る 地 域 の 人
た ち が い る 。 そ の 人 た ち と 出 会
わ せ る こ と で 次 の よ う な 価 値 が
あると考える。
○ 自 分 た ち の 生 活 を 見 守 っ て

い る 人 た ち と 直 接 話 を し た り
挨 拶 運 動 を 見 直 す こ と で ， 地
域 を 愛 す る 態 度 を 育 む こ と が
できる。

○ 校 区 の 人 や 友 達 と の 交 流 を
通 し て ， 話 を 聞 く 態 度 や わ か
っ た こ と を ま と め て 発 表 す る
仕 方 な ど を 身 に 付 け る こ と が
できる。

○ 自 分 た ち の 校 区 の 危 険 な と
こ ろ を 見 つ け る こ と で ， 自 分
た ち の 校 区 の 安 全 に 対 す る 意
識を高めることができる。

○ 校 区 の 安 全 マ ッ プ を 自 分 た
，ちで作り上げる活動を通して

自 分 の 考 え を ま と め た り ， 友
達 の 意 見 を 聞 き あ う 姿 が 深 ま
る。

○ 活動の内容や「ひまわり」の花に込められた地域の思いを直接感じ取らせるため，地
域のひまわり隊と出会わせることを早い段階で取り入れる。

○ 花への愛着や地域の人との関係を深めさせるため，地域の花であり○○小学校のシン
ボルになっている「ひまわり」の種の収穫活動を取り入れる。

○ 安全について意識を高めさせるために，自分たちの通学路を中心に危険な箇所を地域
の人と一緒に見つけていきながら，それを白地図にまとめ，お家の方などに紹介する場
を設ける。

○ 自分たちの校区の方々から話を何度も聞くことで，ひまわり隊の人たちの思いや
願いを知り，自分たちも校区のために活動しようという意欲を持つことができる。

【課題設定・問題解決の能力】
○ 何度も調査したり，友達と交流したりして，地域に対する見方や友達の考え方を

。 【 】深めることができる 主体的・創造的な態度
○ 地図作りをしたり文章でまとめたりすることで，自分の考えを整理し，学習をさ

。 【 】らに追究していくことができる 学び方やものの考え方
○ 自分が学んだことを通して，よりよい地域への取り組みができるかを考えて，社

会の一員として自分を自覚し，自分の成長に気づくことができる 【自己の生き方】。
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５．学習活動計画 （全３０時間）

学習活動と内容 評価規準 重点指導事項
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①

ちいきのひまわり隊について
知ろう。

１ 「ひまわり隊」で知っていることを．
出し合う。
・挨拶運動・校区パトロール

２．調べたいことを話し合い，計画を
立てる。
・活動内容・活動時間 など

３．ＧＴから話を聞いて，追究課題を
つくる。

ひまわり隊Ｊｒ．として○○校区
の安全について考えよう。

ひまわり隊のシンボルである
ひまわりの花について知ろう。

１．ひまわり隊の花について話を聞
く。

・地域の花・人権の花
２．学校のひまわりの花の種を採る。

３．種をどうするか話し合う。
・お世話になった人へ送る。
・来年自分たちが育てる。

安全マップ作りをしよう。

１．計画を立てる。
・時間配分・地図に書き込む内容

２．学校周辺を安全を意識して，調査
方法を確かめる。

３．地域を調査するグループに分け，
調査する場所の確かめをする。

４．それぞれのグループで地域の方と
調査し，各自でまとめる。

・危険箇所・わかりにくい標識他

ひまわり隊Ｊｒ．をちいきへ広め
よう。

１．発表会の内容を決める。
。・地図を清書・危険箇所を伝える

２．発表するための発表練習。
・声の大きさ・わかりやすさ
・この学習から気づいたことなど

３．他のグループと交流し，付け加え
や書き直しをする。

４．地域の方への招待状を書く。
５．お家の方や地域やひまわり隊の方
を招いて発表会をする。

６．校区の良さや友達の良さを発表す
る。

配 時段 階

つ
か
む

深
め
る

広

げ

る

○ 地域にあるひま
わり隊にどんな人
が関わり，どんな
仕事をしているの
か疑問を持ち調べ
ようとすることが
できる。

【主体的・創造的な
】態度

○ 自分たちで作業
をしたり，調査や
交流することで，
友達の意見を聞い
たり，自分の追究
の仕方と友達の仕
方を比べながら，
より追究を深める
ことができる。

【主体的・創造的な
】態度

○ 追究したことを
マップにまとめる
ことで自分の考え
を表したり，友達
と発表の仕方を整
理したりすること
ができる。

【 学び方やものの
考え方】

○ 自分が学んだこ
とが地域を知るこ
とにつながり自分
が学習前と比べて
成長したことに気

。づくことができる
【自己の生き方】

※ ＧＴとの交流

時間を設けて話

を聞いたり自分

たちで質問をす

る時間を設けて

おく。

※ どんなことを

探検の地図に記記

入するか伝え，

試しの探検で書

き方を示したり

感想を出して追

究する内容を確

認したりする。

※　今までの自分

と学習後の自分

を振り返ること

ができるように

これまでのポー

トフォリオを活

用する。
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６．本時指導案

（１）単元名「それいけ！ひまわり隊Ｊｒ 」 本時 （９／３０）．

（２）本時の目標

○ 校区内の危険な場所を調べて安全マップを作るために必要な内容や方法を確認

し，自分たちで安全を確かめるための探検の大切さに気づく。

【主体的・創造的な態度】

（３）本時の考え方

めざす子ども像

だれもが○○校区のどこがどのように危ないのかがわかるように，校区地図に印を入れた

り，言葉でなぜ危ないのか書いたりして実際に探検で確かめながら安全マップを作っていきた

いと思います。

前時までに子ども達は，校区にあるひまわり隊が，自分たちの安全のために登下校時に見守り

をしてくれたり，気持ちのよい挨拶をしてくれていることは知っている。また，ＧＴとの出会いか

らひまわり隊は決められた仕事や時間はないが，自分たちで考えながら活動を増やしたり自分たち

のために関わってくれたりしていることを知った。そして，自分たちもその思いを受けて校区の安

全に目を向け，できることを探そうという気持ちが高まってきている。しかし，自分たちの校区に

安全のために備えられている標識やカーブミラーなどの設備の意味について考えたり，自分たちの

視線から見ると危ないと感じる場所について意識したりすることは少ない。

そこで，本時では自分が校区でどんな標識を知っているのかクイズ形式で問わせていく。そのこ

， 。 ， ，とでどのくらい，日頃目にしているものを意識していないか確認させたい。また，標識については，

しらないことや曖昧なところをプリントで調べさせる。それぞれの意味を明らかににさせることで，

標識がその場所にあるわけを友達同士で交流させ，探検前に自分たちの校区の安全について考えさ

せていく  。また，標識だけでなく子ども達にとって危険と思われる要素がいくつか考えられる。（例

 えば車が多いや夜になると暗くて不安など）それらの例を子ども達から出させていきながら，なぜ

 危険なのかそのわけを記してそのマップを読むことで誰もが安全に気をつけようと思うものになる

 よう考えさせたい。そして，全体や友達同士の校区の安全について交流することで，無意識に通学

 してにしていた道や地域に対し目を向けさせながら探検で確かめたいという意欲を高めていきたい。
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（４）板書計画

めあて

安全マップ作りのたんけん計画を 標識ののったプリント　　拡大

立てよう。

たんけんまでの計画

１．何をマップにするのか。 地図 マップ作りで書くことや

２．たんけんリハーサル（学校の　　　　　　　　　　　 たんけんで調べること

周り） → ○危ないところは地図に印

３．マップの交流とグループ決め ○なぜ危ないのかそのわけ

４．たんけん本番番　　　　　　　　　　　　　　　　　　 道・道がせまい。

５．マップ作り

５）展開（

学習活動と内容 評価規準 重点指導項目

１．前時をふりかえり，本時のめあてを確認 ○ いつも通っている

する。 通学路で危険と感じ

・ひまわり隊と出会って考えたこと るところを調べ活動

・人に伝える安全マップ作り し，地域の人や友達

めあて に知らせていくこと

安全マップ作りのたんけん計画を を意識させる。

立てよう。

２．安全のための設備について確かめる。

・標識の意味クイズをし，知らないこ

とは資料で調べる。

・標識の場所を地図で示し，どんな様様

子か予想を立てる。

３．安全マップ作りの内容を話し合う。 ○自分たちが安全に対

してあまり意識して ○ 交流を通して，追

・提示したところがなぜ危険と思うの いないことに気づき 究内容を意識させた，

か交流し　疑問や調査内容を決める　  だれにでも安全を意 り，モデルを提示し， 。

識できるような追究 たりしながら，次か

・探検マップの書き方の案を示し，　　視の視点を持つことが らの活動の準備や追

。探検マップのイメージを持たせる。 できる。　　　　　　　究意識を高めさせる

４．本時の学習を振り返る。


